
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

９
月
14
日
、
白
寿
を
迎
え

ら
れ
た
進
藤
ツ
タ
さ
ん
に
、

仙
北
市
か
ら
お
祝
い
と
花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

白寿のお祝い
いつまでもお元気で　

９
月
８
日
、
生
保
内
中
学
校
で
全
校

生
徒
１
１
７
人
を
対
象
に
、
田
沢
湖
に

つ
い
て
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
・
た
ざ
わ
こ
再

発
見
」
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
田
沢
湖
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

語
る
会
」
の
千
葉
薫
副
代
表
が
、
田
沢
湖

白
浜
の
鳴
砂
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

や
水
位
変
動
の
歴
史
と
現
状
な
ど
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
生
徒
た
ち
が
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
田
沢
湖
の
砂
と
水
を
入
れ
て

振
り
な
が
ら
洗
浄
の
仕
方
を
学
び
、
鳴

砂
の
復
活
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
・
た
ざ
わ
こ
再
発
見
」
集
会

所
で
観
光
用
の
激
突
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
終
日
の
９
日
は
、
曳
山
同
士
が

道
で
出
会
う
と
、
通
行
の
優
先
権
を

め
ぐ
る
交
渉
を
繰
り
返
し
、
決
裂
す

る
と
実
力
で
通
る
本
番
の
や
ま
ぶ
っ

つ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

迫
力
あ
る
や
ま
ぶ
っ
つ
け
が
始
ま

る
と
、
通
り
に
詰
め
か
け
た
観
客
か

ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
賑
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

五
穀
豊
穣
や
商
売
繁
盛
、
家
族
の

無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
す
る
角
館
の

お
祭
り
が
、
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
丁
内
か
ら
武
者
人
形
や
歌
舞
伎

人
形
を
飾
っ
た
16
台
の
曳
山
が
７
日
、

角
館
神
明
社
を
目
指
し
て
出
発
し
ま

し
た
。
８
日
は
、
お
や
ま
囃
子
を
奏

で
艶
や
か
な
手
踊
り
を
披
露
し
た
曳

山
が
御
座
所
（
表
町
）
で
佐
竹
北
家
当

主
に
上
覧
。
夕
方
か
ら
は
町
内
６
か

豪
快
な
や
ま
ぶ
っ
つ
け
繰
り
広
げ
る

角
館
祭
り
の
や
ま
行
事

最
終
日
の
９
日
、
通
行
権
を
め
ぐ
る
交
渉
が
決
裂
す

る
と
、
本
番
の
や
ま
ぶ
っ
つ
け
が
行
わ
れ
、
角
館
の

お
祭
り
も
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

初日は角館神明社で参拝しました。

曳
山
で
は
艶
や
か
な
手
踊
り
を
披
露
。

好
評
に
つ
き
今
年
も
販
売
し
ま
す

佐
竹
北
家
の
殿
さ
ま
弁
当
ご
賞
味
あ
れ

今年の栗まんま弁当は、さらに内容も充実。
秋ならではの美味しさが詰まっていますの
で、旬の味をお楽しみください。

　

仙
北
市
商
工
会
で
は
、
平
成
25
年
度

の
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
平
成
26
年
度
の
「
第
29
回
国
民

文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
」
に
向
け
て

開
発
し
た
佐
竹
北
家
の
殿
さ
ま
弁
当
「
栗

ま
ん
ま
」
を
今
年
度
も
販
売
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

第
４
弾
と
な
る
今
回
の
弁
当
は
、
昨
年

度
の
内
容
が
大
変
好
評
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
人
気
が
あ
っ
た
栗
の
甘
露
煮
や
栗

の
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に
、
も

ち
米
を
混
ぜ
た
ご
飯
、
栗
、
さ
つ
ま
芋

の
配
合
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

絶
妙
な
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
期
間
は
10
月
１
日
か
ら
11
月
６

日
ま
で
。
昨
年
度
と
同
様
に
販
売
期
間

中
の
土
日
祝
日
に
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

㈱
（
☎
０
１
８
６
（
82
）
３
６
６
６
）
で

１
個
１
２
０
０
円
（
税
込
）
で
販
売
し
ま

す
。
ま
た
、
期
間
中
の
日
曜
日
は
毎
週

角
館
温
泉
花
葉
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
ご

よ
み
」
で
も
出
来
立
て
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
花
葉
館
の
宴
会
コ
ー
ス
に
組
み

込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
他
に
も
、

10
月
22
日
・
23
日
に
神
代
体
育
館
と
周

辺
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
る
仙
北
市
産
業

祭
や
10
月
29
日
に
角
館
駅
で
開
催
さ
れ

る
角
館
駅
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
も

販
売
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
会
場
も
数
量
限
定
と
な
り

ま
す
の
で
、
確
実
に
手
に
入
れ
た
い
方

は
、
事
前
予
約
や
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

㈱
へ
の
取
り
置
き
が
お
す
す
め
で
す
。

　

製
造
・
販
売
は
、
㈱
花
葉
館
、
㈱
ア

ル
ク
の
２
社
で
行
っ
て
お
り
、
弁
当
の

予
約
・
問
い
合
わ
せ
等
は
、
角
館
温
泉

花
葉
館
（
☎
（
55
）
５
８
８
８
）
で
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
決
定

　
９
月
８
日
、
佐
竹
北
家
上
覧
時
に
、
各

町
内
の
山
車
が
一
堂
に
会
し
、
お
や
ま
囃

子
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
各

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
囃
子
部
門
》
▼
最
優
秀
賞
（
角
館
の
お

祭
り
保
存
会
長
賞
）　
横
町
若
者 

角
館
山

本
組 

代
表 

山
本
善
英　

▼
優
秀
賞
（
角

館
町
観
光
協
会
長
賞
）　
西
部
若
者 

秋
月

会 

代
表 

藤
原
勇
悦　

▼
優
秀
賞
（
仙
北

市
商
工
会
長
賞
）　
西
勝
楽
町
若
者 

秋
月

会 

代
表 

三
浦
昭
栄

《
手
踊
り
部
門
》
▼
最
優
秀
賞
（
角
館
の

お
祭
り
保
存
会
長
賞
）　
横
町
若
者 

渡
部

幸
子
社
中 

代
表 

渡
部
幸
子　

▼
優
秀
賞

（
角
館
町
観
光
協
会
長
賞
）　
西
勝
楽
町
若

者 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ
子　

▼
優

秀
賞
（
仙
北
市
商
工
会
長
賞
）　
西
部
若

者 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ
子

9 日にお祭り実行委員会本部前で表彰式が行わ
れました。

白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
進
藤
ツ
タ
さ
ん
（
前
列
中
央
）。
ご
家

族
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

田
沢
湖
生
保
内
地
区
で

長
寿
を
祝
う
会

　

９
月
11
日
、
田
沢
湖
生
保
内
地
区
の
「
長
寿
を

祝
う
会
」（
生
保
内
地
域
運
営
体
主
管
）
が
生
保
内

市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
５
０
人
を
越
え
る
75
歳
以
上
の
参

加
者
が
顔
を
合
わ
せ
、
式
典
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤
清
雄
会

長
が
、
23
人
の
傘
寿
の
方
々
へ
記
念
写
真
と
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
だ
し
の
こ
園

の
子
ど
も
た
ち
の
遊
戯
や
生
保
内
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、
婦
人
会
や
民
謡
協
会

に
よ
る
郷
土
芸
能
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

大勢の参加者が集い、長寿をお祝いしました。

千葉副代表は、湖底の形状や田沢湖の横断面、鳥瞰図などを 3D 映像
でわかりやすく解説。（左）生徒たちはペットボトルに入れた砂と水
を何度も振りながら洗浄される様子を確認していました。（右）

5 4Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



　

９
月
11
日
、
来
年
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
秋
田
２
０
１
７
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会
」
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
な
る「
仙
北
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
」
が
角
館
高
校
定
時
制
体
育
館
（
駒
草
キ
ャ
ン
パ

ス
）
と
角
館
町
内
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
３
～
５
人
が
チ
ー
ム
を
作

り
、
コ
ー
ス
図
を
進
み
な
が
ら
問
題
を
解
き
、
ゴ
ー

ル
ま
で
の
課
題
得
点
と
時
間
得
点
の
合
計
を
競
い
合

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
参
加
者
は
コ
マ
図
を
見
な
が
ら
、

数
か
所
に
配
置
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
経
由

し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
高
齢
者
の
部
に
６
チ
ー

ム
、
一
般
の
部
に
７
チ
ー
ム
の
合
計
約
50
人
が
参

加
。
参
加
チ
ー
ム
は
、
２
分
間
隔
で
順
次
ス
タ
ー
ト

し
、
時
折
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
試
さ
れ
る
場
面
で
は
結

束
し
な
が
ら
、
問
題
を
解
い
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

間
際
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
場
所
が
分
か
ら

ず
迷
っ
て
し
ま
う
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事

全
チ
ー
ム
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
「
２
０
１
６
秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
in
仙
北
市
」
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
み
、
相
互
交
流
の
場
と
し
て

出
会
い
の
輪
を
広
げ
る
も
の
で
、
角
館
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
会
場
に
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
な
ど

10
種
目
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
参
加
者
が
競
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。

【
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）】
高
齢
者
が
主
役
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

の
祭
典
。
あ
き
た
大
会
で
は
、
選
手
や
監
督
な
ど
約
１
万
人
が
参
加
予
定
で
、
平

成
29
年
９
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
県
内
17
市
町
村
で
合
計
26
種
目
が
行
わ
れ
る
。

コ
マ
図
を
見
な
が
ら
町
内
を
探
検
。同時開催となったレクリエーション大会。参加者はイン

ディアカ（上）や社交ダンス（下）などを楽しみました。

晴
れ
渡
る
秋
空
の
下
、
全
チ
ー
ム
が
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ゴール直前。ようやく最後のチェックポイントに辿り着きました。

ウォークラリー大会成績
高齢者の部
1 位…疲れしらズ（仙北市）
2 位…ハチくんパワー（大館市）
3 位…チームクラウド（仙北市）

各
チ
ー
ム
と
も
問
題
を
解
き
な
が
ら

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
ま
す
。

仙
北
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

来
年
の
本
番
へ
向
け
機
運
高
ま
る

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

一般の部
1 位…3 年Ａ組（仙北市）
2 位…インターアクト・Ⅱ（角館高校）
3 位…角館男子山岳部α（角館高校）

10月22日・23日
土 日

会場：神代市民体育館・駐車場
　　　（田沢湖神代字野中清水）

仙北市
産業祭

第12回

問合せ：仙北市産業祭実行委員会事務局（仙北市農山村活性課）☎43-2206詳しくは折込のチラシをご覧ください。

●イベント・特別企画
　西明寺小学校ネギ即売、神代こども園・角館高校飾山囃子

部・神代芸能保存会藤原組発表、ドローンのデモ飛行、農

業利用についての講話、仙北警察署交通安全体験コーナー、

田沢湖龍神太鼓保存会や西木町くりっこ太鼓演奏など

●展示部門等
　農林産物、加工品展示や各種特設展示、ちびっこコーナー

など

●出店
　商工会加盟店、JA 女性部・青年部、森林組合森の市など

今年の作品テーマは「海」。秋田県知事賞などの受

賞作品をはじめ、今まで目にすることのできなかっ

た職人のこだわりの一品が一堂に展示されます。

ぜひこの機会に、日本が誇る伝統的工芸品を直接あ

なたの目でお確かめください。

問合せ　仙北市商工課 ☎43-3351

☎54-1700

10.20 26▼

平成28年

 9:00～17:00

角館樺細工伝承館

期日

時間

場所

THU
木

WED
水

角館町樺細工伝統工芸展

第44回 新作発表会と販売会

多数の出品をお待ちしています。申込用紙が必要

な方は JA 各営農センター窓口にあります。

（10月19日㈬締切）

農林産物や食品加工品など募集中
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